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HITAC M-280H,M-240Hシステム

HITAC M-280Hシステム,M-240H

システムは,HITAC Mシリ】ズグ)克之

新鋭機種として開発した高竹三能コンピ

ュータシステムである｡

M-280Hフし■ロセッサノ女びM-240Hフロ

セソサは,高度なL SIを大幅に採用

し,内部盲演算性能の大幅向上,主記憶

装置グ〕容量拡張,チャネル装置の機能

拡貼及び装置の小形化･高信帖化を実

現した(図=,2)｡

1.M-280Hプロセッサの特長

(1)HITAC M-180の3.5～4倍の内部

演算件能をもっている｡

(2)主記憶装置の容量は最大32Mバイ

ト,チャネル装置は殻大32チャネルな

ど,拡張された機能をもっている｡

(3)1チップ当たリ 550ゲート,0.45

nsの高速LSIのほか,1,500ゲートLSI

の使用により高性能･高イ三根性をもっ

ている｡

(4)高速演算機構のほか,内蔵アレイ

プロセッサなど,技術計算能力のrrり_卜

を図っている｡

(5)2～4Tとiグ)マルチフロセソサイ満成

により処理能力をノく幅に向_卜できる｡

2.M-240Hプロセッサの特長

(1)HITAC M-160ⅠⅠの3～4倍の内

部油界ノlアー上三能をもっている｡

(2)主記憶装置8Mバイト,チャネル

8仙を実装可能なフロセリサが,床面

手六0.96m2とコン′1クトに設計されている｡
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図2 M-240Hシステム

(3)1チ､ソフ当たり1,500ゲート,0.8

nsの高速･高来度のECL(Emitter

Coupled Logic)論理LSI,1チッ71

64kビットのNMOS(NチャネルMeta1

0xide Semiconductor)i三記憶素子など

を使川している｡

3.仕 様

主な仕様を表1にホす｡

表】 主な仕様

項目
機種 M-280H M-240H

内部演算性能
HITAC M-180の 川TAC M-1601Ⅰの

3,5､4倍 3､4賃_
主 記 憶 装 置 16.Z4.32Mバイト 2.4.6.8Mバイト

バッファ記憶装置 64kバイト 32kバイト

チ
ャネル装置

8､32チャネル

(l-410P)
5--8チャネル

トータルチャネル

スループット
最大9()Mバイト/秒 最大16Mバイト/秒

コンソールサービス

プロセッサ

20インチカラー 14インチカラー

(7色)CRT付 (7色)cRT付

2台 J台

内蔵制御機構

●〉凡用人出力制御 ●統合入出力制御
装置 機構

●チャネル間結合 ●チャネル間結合

(オプション) 装置 装置

●統合ディスク制
御機構

注:略語説明10P(hput Output Processor)

CRT(Cathode Ray TIJbe)

(H.うエ製作所 コンピュータ事業本部)

HITAC T-560/20ビデオデータシステム
(グラフィック)

コンピュータ端末に対するニーズは,

性能･機能♂)向上はもとより,取り･扱

うデータも人｢別にとって,より分かり

やすい,なじみやすい形態か要求され

るといったように,｢マンマシンインタ

フェースの改善+,｢エンドユーーサー指

向+へと推椎している｡

T-560/20ビデオデMタンステムでは,

このような情勢にこたえるため,より

しーっそう♂)｢マンマシンイ ンタフェ=

スの改善+を期して,状字･図形処王里

可能なビジネス用途向けカラーグラフ

ィ ックディスプレイを開発Lた(図1)〔)

1.主な特長

(1)重畳表示

T-560/20グラフィック端与末は,既存

のT-560/20キャラクタディスプレイと

同一イ ンタフェースで使用できるキャ

ラクタ｢軌由(英数字･H‾仙名･iウ三字表

示)と,グラフィ ックサブコマンドで

使用できるグラフイソク画向(同形表

示)とをもつ｡この二つの画面は,フ､

ラウン皆_卜に重ね†ナわせて(屯宜)表ホ

される｡

(2)ベクトルゼネレータ内J歳

T-560/20グラフイリグ端末は,血税

や暮IJ弓瓜を高速に発生することのできる

ハーー1ドゥェ7機構を備えている｡この

ため,中火側でのソフトウェアのⅠズⅠ形

発生の負荷が中軸ikされた作能(速度)ク)

優れたグラフィ
ックシステムがイ満築叶

能である｡

(3)イメー｢ンの吉込み

7'-560/20グラフィック端末は,何條

【司I T-560/20グラフィックディスプレイ

を圧縮したデータから匝了イ象を復元する

機能をもっているので､フ7クシミリ

はかで生成されるイメ"ソテータを扱

うことが可能である｡

2.主な仕様

主な仕様を表lにホす｡

表1 主なイ士様

項 目 仕 様

画面サイ ズ 14インチ,20インチ

表 示 色 カラー7色

分 角竿 能 横720mmX縦400mm

図形発生機能

直線

｡,｡弧,.扇卜6線種をもつ0シェーデイング……閉じた図形

のエリアを,指定されたシェ

ーデイングパターンで塗りつ

ぶす機能｡

構 成

T-560/20ターミナルコントロー

ラに,他の既存ステーション(デ

イスプレイ,プリンタ)と併設L

て構成可能｡

(日扶製作所 コンピュータ事業本部)
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カラーグラフィックプログラム"CGDM/BGF”

キャラクタ/グラフイ､ノクlllli【rli管f里シ

ステム いCGDM''(Character/′Graphic

Display Manager)はHITAC T 560/

201ズl形表示システム+二に,同作子役び文

字を表示するものであり,r･ズlを構築す

る北本的な機能,i叫【rl門∃;理機能,端末

に対する人Jil力機能などかある｡一ノブ､

CGDM(7)付カロ機肯巨であるビンネスグラ

フ作画機能BGF(Business Graphics

Feature)は,CGDMグ)も･とで稼動L,

ビジネスグラフを約他に杵築する機了指

がある｡なお,これ1､ノの巷望ふt-はフロク､‾

ラムプロダクトである｡CGDMとBG F

には,二大に述べるような朽.巨かある｡

1.CGDMの主な特長

(1)同一一沖i血_上で2ニ欠ウ亡のカラー凶彬

要素(府税､円弧,山三i,去主外+･き閉令朽J或及

び図形文7二)並ひ'にハ=ドゥェア_丈′ト

(EBCDIK,KEIS)の入汁りJをうけなう

北本機能をもつプログラムである｡

(2)対話形システムを構築できるよう

に,介入要求ヰ幾能及び文′テ:-7イールド

を介した端末使用満▲との対言論機了柁をも

つている｡

(3)-一一画面は一一[封形神城と柚数の丈ナj･ニ

フィールドから構成さj･L,各時∴ウニの画

面内谷に名称を付けて化こ存,日月子宮がで

きる｡また一つのlズJを複変皇のセグメ ン

ト(図形要素の集まり)に分;判Lて;立;転

表I CGDMの主な仕様

御 性 能
犠

能

/＼- ン 綴f拒 史丁フィー′し卜機能 グラフイリグ機能

●CG工)Mこ7て･納期設`′ヒ

●装i引二刈う‾る入†十1了J機能

●エラー処ユ翌械能

●一′､-ンニ7-〉tLb丈､

●/‾､--/に｢町ナる問イチヤ

処珊形態 1.ホ ∴詰:拡張COf王Ol一,PL

丈′主:‾ノィールトGr)1立二嵐再ラ主義及び捌′ヒ完兼

丈イブイ･･′L卜へグ)文`ナニ♂〕設;王,P+谷間合せ

キーーーソル処や旦なと■

●画耐定義

●図形要嘉指定

●図形要素属作指定
●セクーノント処理

FORTRAN 2.CALLインタフェース 3,OS:VOS3 TSS

ーI:略右打■･糾+CGDM(Chara如r Graphi亡Display Manager■･.OSlOperating SysternJ

VOS31Virh柑IStorage Operating System3‥･,TSS(Time Sharjng Systern

表2 BGFの主なイ士様

健

吉ヒ

抑 制 樅 詑 【メ1グ=とj駐機了把 Ⅰヌ】の構成機能

●｢うE嵐 作[■ぎ1〉モーート変如

●終了処押

●納期北態へのリセ ノト

レイ7ウト 付加路作

成叫丈,格イ一組 参岬株

軸什様,

上望遊星⊥望望且⊥且+__________________

-1:略語説明
BGF(Busine5S Grapbics FeatureJ

でき,二の単イ立で迫力‖,仁1jり隙か叶台巨で
ある｡

(3)ユーザーフログラム〝)作成に当た

り装て言-ての吐杷を首こ岩哉せず,作意の埠恍

系で担jの構築をイfなう ことかでき,そ

グ)小のイ上古の重臣凶を耐伽_卜の什二者グ〕範
囲に自重帥勺に表ホする｡

2.BGFの主な特長

(1)約他にビジネスグラフ(表2小の｢』

の構成機台巨を参肘)をイ構築するプログ
ラムてこ'あるり

(2)【』の外観 りiをきイ+け,j止出L,請見叩J

+丈,維グラフ彬北グ‾)イ】-無巧などJを指･㌫

碓グラ‾7,へン岡

l丘iクラブ.円クラフ

作クラフ,ヒストクラム

する綿々グ)オプショ ンをもち,図の構

築に｢1巾J空を与えている｡

(3)裡数グラフの合成が可能である｡

(4)装前の嘩標を意識することなく,

什二音の唾標系で図の構築を行なえる｡

また,両佃_上の任意の範囲内に図が表

ホされるように,ト1動的にスケ】リ ン

グされる｡

3.主な仕様

主な十上様を表1,2に示す｡

(日二､ンニ製作一昨 コ ン ヒ_1-タ一寸工業ヰニ部)
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